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登別市片倉町6丁目9番地1登別市総合福祉センターしんた21内登別市片倉町6丁目9番地1登別市総合福祉センターしんた21内

　　　　　　　　　　　特集
第４期地域福祉実践計画策定　
アンケート結果を報告します

　　　　　　　　　　　特集
第４期地域福祉実践計画策定　
アンケート結果を報告します

Ｐ2　特集 第4期地域福祉実践計画策定 アンケート結果報告
Ｐ4　歳末たすけあい募金にご協力ください
Ｐ6　高齢者の暮らしに寄り添う仲間を募集しています
　　 寄付者のご紹介
Ｐ7　ささえあいメッセージプロジェクト
　　 きずなのまちびと
Ｐ8　福祉活動功労者14団体23名が受賞
　　 道新ボランティア奨励賞受賞



※上位3項目掲載

福祉活動の魅力を感じたエピソード福祉活動の魅力を感じたエピソード
・いろんな方々との出会いはたくさんの発見と成長があり、

　素敵だと感じます。

・登校時の見守り活動をして10年、子ども達の成長がうれしいです。１年生の時泣いていた子も中学生

　になり、礼儀正しくあいさつしてくれます。

・ひとり暮らし高齢者のワクチン接種予約を手伝ったら、その後無事接種できたとお礼の連絡をもらい、

　ご家族とも知り合うことができました。

　　　　　　　　・今まで会ったことのない人たちと知り合えたこと。

　　　　　　　　・訪問活動時、季節に応じた「お疲れ様」の言葉をかけてもらえてやりがいを感じる。

　　　　　　　　・自分も高齢者なので、福祉活動を通して友人ができお互いに助け合える。
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603 /1,060部（回答率：56.9％）

身近な地域で
どのような世帯が気にかかるか

⇒１番多かった移動支援の問題に加え、他に
　も引きこもり、サービス拒否といった課題
　も気にかかる活動者が多い傾向にありました。
　介護や障がい面で不安を抱える世帯に気が
　付き、気にかけている活動者が多い様子も
　伺えます。

コロナ終息後も
福祉活動を停滞させないために

必要と思う取り組み

⇒相談体制の必要性に票が集まったことに
　加え、つながりを維持するための訪問活
　動のきっかけとなるチラシ作成の支援や、
　先駆的な事例から学びたいとの活動者の
　想いも感じられる結果となりました。

1. 外出時の移動手段に困っている世帯
　　　　　　　　　　　　　　　（38.9％）

2. 介護や介助に困っている世帯（34.7％）

3. 障がいによる不安を抱えている世帯
　　　　　　　　　　　　　　　（24.7％）

1. 福祉活動に関する相談体制の充実
　　　　　　　　　　　　　　　（62.1％）
2. 訪問やつながりづくりに使用する
　 チラシ等の作成（36.5％）

3. 市内・市外の先駆的な事例の提供（31.1％）

住民がともに支え合う
地域に大切な心がけ

⇒ 1番多かった無理をしないという活動の
　あり方に関するものに次いで、相手と関
　係や信頼を築く上で大切なポイントが上
　位を占める結果となりました。日頃から
　こうした点を大切に支え合いの取り組み
　を行う活動者が多い様子が伺えます。

1. 無理のない活動にすること（83.6％）

2. 相手の気持ちを汲み取ること（59.4％）

3. 約束や秘密を守ること（53.9％）

地域住民の主体的な取り組みで
大切であると感じるもの

⇒上位２つは第３期きずな計画の中でも重点
　項目だったため、実践を通し大切さを感じ
　続けている活動者が多いようです。
　雪かきの支援に加え、ゴミ出しや買い物支
　援等の「生活支援」に関心が寄せられてい
　る傾向が見られました。

1. 高齢者のみの世帯の見守り訪問（68.9％）

2. 災害発生時の避難誘導（61.1％）

3. 自力での雪かきが困難な世帯への対応
　　　　　　　　　　　　　　　（50.7％）

きずな計画を進めていく上での意見やアイデアきずな計画を進めていく上での意見やアイデア

・高齢世帯は福祉活動に関する情報が伝わりにくいと思うので、総合窓口を設ける等、

　必要な情報をいち早く伝えることができると安心感につながると思います。

・若い世代にも参加してほしいですが、難しいのが現状です。もっと気軽に参加

　できるお助けボランティアのような組織があればと思います。

・コロナの影響で研修会等が中止になっているが、形を変えて継続してほしい。

　　　　　　・福祉関連の幅広い知識が習得できるよう支援し、ボランティア個々のスキルアップを

　　　　　　　図っていく。

　　　　　　・障がい者が地域で安心して暮らすためには多くの理解と支援が必要で、本人だけでなく

　　　　　　　家族に対する支援も必要だと思います。
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2021年7月17日～2021年8月13日期間

福祉活動実践者（きずな推進委員、
町内会役員、民生委員・児童委員、
ボランティアグループ、サロン関係
者、ファミリーサポートセンター提
供・両方会員等）
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　素敵だと感じます。

・登校時の見守り活動をして10年、子ども達の成長がうれしいです。１年生の時泣いていた子も中学生

　になり、礼儀正しくあいさつしてくれます。

・ひとり暮らし高齢者のワクチン接種予約を手伝ったら、その後無事接種できたとお礼の連絡をもらい、

　ご家族とも知り合うことができました。

　　　　　　　　・今まで会ったことのない人たちと知り合えたこと。
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地域に大切な心がけ
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noboribetsu shakyo dayori　　　45　　　noboribetsu shakyo dayori

　８月30日に日本工学院北海道専門学校でご当地バッジデザインコンテスト
表彰式を行いました。このバッジは例年同校CGデザイナー科１年生の最初の
課題として提出いただいたデザイン案の中から、最優秀賞に選ばれた作品を採
用しており、５００円以上の募金につき一つ進呈しています。次の場所で取り
扱っておりますので皆さんのご協力をお願いいたします。

運動期間
目 標 額

歳末たすけあい募金にご協力ください歳末たすけあい募金にご協力ください

530万円

　
町
内
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
各
世
帯
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
回
覧
と
、

募
金
用
封
筒
を
配
布
し
ご
協
力
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。
11
月
中
旬
以
降

に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
と
は
？

　
毎
年
12
月
に
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
関

係
機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な

福
祉
活
動
を
重
点
的
に
展
開
す
る
運
動
で
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
く
募
金
は
、
す
べ
て
登
別
の
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

募
金
の
方
法

〈
来
年
度
の
こ
の
よ
う
な
事
業
を
支
援
す
る
た
め
に
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
〉

◆
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事
業

　
経
済
的
支
援
が
必
要
な
世
帯
等
へ
見
舞
金
を
贈
る
た
め
に
。

◆
き
ず
な
の
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
行
う
福
祉
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
。

◆
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　
高
齢
者
等
の
生
き
が
い
と
居
場
所
づ
く
り
を

　
進
め
る
た
め
に
。

◆
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進
事
業

　
町
内
会
に
よ
る
見
守
り
・
支
え
合
い
活
動
を

　
広
げ
る
た
め
に
。

◆
応
急
生
活
支
援
事
業

　
災
害
・
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
活
困
窮
と

　
な
っ
た
方
を
支
援
す
る
た
め
に
。

◆
ま
ご
こ
ろ
お
届
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
「
ま
ご
こ
ろ
レ
タ
ー
」
の
配
布
を
通
じ
、

　
地
域
住
民
と
担
い
手
の
つ
な
が
り
を
支
援
す
る
た
め
に
。

◆
在
宅
介
護
支
援
事
業

　
制
度
を
利
用
で
き
な
い
人
へ
車
い
す
や
福
祉
用
具
の
貸
出
を
行
う
た
め
に
。

「登夢くん」と「クマ」

寄付
金付きご当地バッジ寄付
金付きご当地バッジ

登別市役所母子会売店・アーニス・のぼりべつクマ牧場・登別市民会館
鷲別公民館・登別パークサービスセンター売店・登別市社会福祉協議会

取扱
場所

る
が
な
つ
で
根
羽
い
赤

輪
の
さ
し
優

を」
み
く
し
る
す
く
良
を
町
の
ん
ぶ
じ
「

か
ん
せ
ま
し
援
応

　
共
同
募
金
運
動
は
、
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
と

し
て
、「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
活
動
す
る
住
民
や
団
体
を
支
援
す

る
た
め
、
募
金
運
動
へ
の
参
加
や
、
寄
付
を
通
じ
て
ま
ち
づ

く
り
を
応
援
し
て
い
く
民
間
の
運
動
で
す
。

　
市
内
で
寄
せ
ら
れ
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
翌
年
の
登
別

の
福
祉
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
、
そ
の
中
の
一

部
は
災
害
時
対
応
や
福
祉
車
両
の
助
成
等
、
全
道
的
な
支
援

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
多

く
の
行
事
や
活
動
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
新
し
い
形
で
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
よ
り

一
層
育
み
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
の
地
域
福
祉
活
動
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ
り
、

共
同
募
金
は
財
政
面
で
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
大
き
な
役

割
を
担
い
ま
す
。

　
応
援
の
方
法
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
カ
タ
チ
で
一
緒
に
こ

の
ま
ち
を
思
い
、
優
し
さ
の

輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
赤
い
羽
根
を
着
用
す
る
こ
と
で
、
共
同
募
金
運
動
の

Ｐ
Ｒ
に
繋
が
り
ま
す
。
登
別
市
や
市
議
会
、
教
育
委
員
会

の
皆
さ
ん
に
も
毎
年
赤
い
羽
根
を
着
用
し
て
い
た
だ
き
、

来
庁
者
の
方
へ
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
赤
い
羽
根
の
着
用
で
応
援
！

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
応
援
す
る
た
め
、
道
内
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
等
が
赤
い
羽
根
サ
ポ
ー
タ―

と
し
て
、
共
同
募
金

グ
ッ
ズ
の
製
作
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
会
事
務
所
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ん
た
21
内
）
で

一
定
額
以
上
の
募
金
を
さ
れ
た
方
に
進
呈
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
赤
い
羽
根
サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
ご
紹
介
！

　
施
設
・
企
業
・
事
業
所
・
商
店
等
に
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ

り
旗
の
広
報
掲
示
を
す
る
取
り
組
み
で
す
。
共
同
募
金

運
動
を
広
く
市
民
に
広
報
啓
発
す
る
た
め
に
、
ポ
ス
タ
ー

１
枚
か
ら
始
め
ら
れ
る
協
力
の
カ
タ
チ
で
す
。

◆
ポ
ス
タ
ー
掲
示
で
Ｐ
Ｒ
！

　
商
品
の
購
入
代
金
の
一
部
が
募
金
と
な
る
し
く
み
で
す
。

現
在
、登
別
市
内
で
は
３
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
設
置
企
業
・
団
体
】

　•

ホ
テ
ル
ゆ
も
と
登
別

　•

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
登
別

　•

登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

◆
募
金
型
自
動
販
売
機
で
応
援
！

－
－

先
せ
合
問
お 缶バッジクリアファイル

～200円以上の募金で1つ進呈～
• 北海道日本ハムファイターズ
  選手、マスコット………全13種

• 北海道コンサドーレ札幌
  選手、マスコット ………全5種

～300円以上の募金で1枚進呈～
• 北海道日本ハムファイターズ
•北海道コンサドーレ札幌
•初音ミク（全３種）
•劇場版「呪術廻戦０」

登
別
市
共
同
募
金
委
員
会
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え
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の
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じ
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と
担
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手
の
つ
な
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に
。
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の
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金
の
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部
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金
と
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る
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み
で
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。

現
在
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登
別
社
協
で
は
幌
別
東
小
学
校
区
、

幌
別
小
学
校
区
、幌
別
西
小
学
校
区
に

お
住
ま
い
で
外
出
や
買
い
物
に
お
困
り
の
高
齢
者
等
を
対
象

に
、「
居
場
所
づ
く
り
」「
介
護
予
防
」「
買
物
支
援
」を
一
体
的

に
行
う
「
地
域
拠
点
丸
ご
と
支
え
合
い
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
利
用
会
員

と
の
支
え
合
い
の
活
動
で
す
。
自
分
自
身
の
健
康
の
た
め
体

操
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
方
や
、
運
転
が
得
意
な
方
、
お
話
す

る
こ
と
が
好
き
な
方
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ
の
好
き
や
得

意
を
活
か
し
て
無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
が
仲

間
と
し
て
加
わ

る
こ
と
で
、
人

と
人
と
が
交
流

で
き
る
よ
り
温

か
な
事
業
と
な

る
よ
う
、
一
緒

に
活
動
す
る
運

営
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
仲
間

に
加
わ
り
ま
せ

ん
か
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す

高
齢
者
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
開
始
か
ら
5
年
目
を

迎
え
多
く
の
地
域
住
民

が
利
用
し
、
毎
週
顔
を
合

わ
せ
る
内
に
利
用
会
員

も
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
同

じ
地
域
に
暮
ら
す
仲
間

と
し
て
親
し
く
な
っ
て

い
く
、
そ
ん
な
和
や
か
な

雰
囲
気
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ

と
が
な
い
方
で
も
楽
し

め
る
内
容
で
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
活
動
日
】
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日

　
　
　
　
　
９
時
半
〜
12
時

　
　
　
　
　
（
今
後
水
曜
日
も
実
施
予
定
）

▲詳細はホーム
　ページから

受領年月日 寄付者名 寄付金額 寄付の目的

寄付者のご紹介（２０２１年８月１日～２０２１年９月３０日） （敬称略/単位：円）

2021.08.06

2021.08.17

2021.09.10

プペルキッズマルシェ実行委員会

川島芳治

佐藤政勝

20,000

10,000

100,000

社会福祉のために

社会福祉のために

受領年月日 設置協力者名 寄付金額 種　　別

（敬称略/単位：円）

2021.08.25

2021.09.30

登別中央ショッピングセンター　アーニス

登別中央ショッピングセンター　アーニス

800 

700 

愛の小箱（ガチャガチャ）

愛の小箱（ガチャガチャ）

愛の小箱等設置協力者のご紹介（２０２１年８月１日～２０２１年９月３０日）

プペルキッズマルシェin来場公園での益金の一部を
社会福祉のために

※
可
能
な
日
程
を
伺
い
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
シ
フ

　
ト
を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
月
に
1
回
の
参
加
で
も

　
大
丈
夫
で
す
。

【
会
場
】
登
別
中
央
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ア
ー
ニ
ス
２
階  

あ
え
る
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【
内
容
】
利
用
会
員
と
の
お
話
や
体
操
、
買
い
物
の

　
　
　
　
付
き
添
い
等
（
運
転
が
得
意
な
方
に
は
送

　
　
　
　
迎
を
担
当
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
特
典
】
１
回
の
活
動
に
つ
き
5
0
0
円
分
の
ア
ー

　
　
　
　
ニ
ス
サ
ー
ビ
ス
チ
ケ
ッ
ト
と
交
換
が
で
き

　
　
　
　
る
ポ
イ
ン
ト
を
進
呈（
月
4
ポ
イ
ン
ト
ま
で
）
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　登
別
社
協
と
き
ず
な
推
進
委
員
会
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
を
住

民
同
士
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
さ
さ
え
あ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し

ま
す
。い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
冊
子
に
ま
と
め
て
配
布
す

る
他
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
予
定
で
す
。

　同
じ
地
域
に
暮
ら
す
仲
間
達
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加

可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
に
暮
ら
す
仲
間
達
へ
元
気
を
届
け
よ
う
！

【
募
集
内
容
】

　
「
コ
ロ
ナ
禍
を
元
気
に
乗
り
越
え
る
た
め
の
励
ま

　
し
や
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
も
し
く
は
「
コ
ロ
ナ

　
禍
後
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
楽
し
み
な
こ
と
」

　
と
掲
載
可
能
な
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
・
お
住
ま
い
の
町

　
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
２
０
２
１
年
11
月
16
日
㈫
ま
で

【
参
加
方
法
】
※
1
〜
3
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
参

　
　
　
　
　
　
　
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
１
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

　
　
　
ド
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
記
入
後
本
会
へ
郵

　
　
　
送
い
た
だ
く
か
回
収
希
望
の
ご
連
絡
を
お
願

　
　
　
い
し
ま
す
。

　
２
、
本
会
代
表
メ
ー
ル
（
表
紙
に
記
載
）
に
メ
ッ

　
　
　
セ
ー
ジ
を
送
信
く
だ
さ
い
。

　
３
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
担
当
民
生
委
員
・
児
童

　
　
　
委
員
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
希
望
者
へ
カ
ー

　
　
　
ド
の
お
渡
し
が
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
印
刷
し
、冊
子
に

　
ま
と
め
ま
す
。
メ
ー
ル
で
文
面
を
お
送
り
い
た
だ
く

　
場
合
は
、
分
量
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち

を
人
と
題
問
、
人
の

マ

う
補
を
さ
長
の
布
、
人
る
せ
さ
グ
ン

ま
ち

う
よ
の

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
で
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
き
ず
な
活
動
に
対
す
る
想
い
や
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
の
展
望
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
の
会
長
を
務
め
る 

森
　
芳
昭 

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
協
力
し
合
い
、

　
　
　  

よ
り
良
い
地
域
を
目
指
し
て
」

「
協
力
し
合
い
、

　
　
　  

よ
り
良
い
地
域
を
目
指
し
て
」

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
会
長

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
会
長

森
　芳
昭
さ
ん
（
幌
別
町
）

森
　芳
昭
さ
ん
（
幌
別
町
）

を
担
い
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
に
事
業
化
し
、
現
在
は
開
始

か
ら
丸
４
年
を
迎
え
多
く
の
高
齢
者
の
方
の
生
活
の
支
え

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
多
く

の
行
事
や
活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
明
け
て

い
く
の
に
伴
っ
て
ま
た
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
毎
年
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
て
い
た
「
鉄
南
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
子
ど
も
達
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
お
祭
り
な
の
で
、
で

き
る
形
で
ま
た
実
施
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
月

に
2
回
の
町
内
会
の
花
壇
整
備
活
動
で
す
。
毎
回
10
人

前
後
の
参
加
者
と
作
業
を
し
な
が
ら
近
況
を
報
告
し
合

い
、
交
流
の
生
ま
れ
る
大
切
な
時
間
で
す
。

　
思
い
返
し
て
み
る
と
、
私
は
昔
か
ら
地
域
と
の
つ
な
が

り
や
交
流
、
人
と
交
わ
る
中
で
顔
見
知
り
が
増
え
て
い
く

と
い
う
の
が
好
き
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
た
め

に
お
世
話
を
焼
い
た
り
、
手
を
差
し
伸
べ
た
り
と
い
う
こ

と
も
好
き
で
、
地
域
で
の
活
動
を
続
け
る
原
動
力
に
な
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
思
い
ま
す
。

　
私
は
幌
別
鉄
南
地
区
連

合
町
内
会
の
会
長
を
務
め
て

8
年
程
に
な
り
ま
す
。
人
前

に
立
っ
て
話
を
す
る
こ
と
は

得
意
で
な
い
た
め
は
じ
め
は

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他

の
役
員
や
各
単
位
町
内
会

が
い
つ
も
協
力
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
お
か
げ
で
大

変
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
鉄
南
地
区
は
昔
な
が
ら
の
一
体

感
が
あ
る
土
地
柄
で
、
何
か
を
決
め
て
行
う
際
に
も
一
致

団
結
で
き
る
こ
と
が
心
強
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
諸
先
輩

方
が
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
の
き
ず
な
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
登
別
中
央
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ニ
ス
を

会
場
に
行
っ
て
い
る
高
齢
者
等
の
買
い
物
支
援
と
居
場
所

づ
く
り
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
地
域
拠
点
丸
ご
と
支
え
合

い
事
業
」
は
、
鉄
南
地
区
で
の
１
年
間
の
モ
デ
ル
実
施
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
は
私
も
運
転
手
と
し
て
参

加
し
、
希
望
す
る
高
齢
者
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
の
移
動
支
援

さ
さ
え
あ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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福
祉
活
動
功
労
者

　14
団
体
23
名
が
受
賞

　
10
月
25
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ん
た
21
の
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
2
0
2
1
年
度
登
別
市
社
会
福
祉
大

会
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

お
よ
び
登
別
市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
初
は
9
月
に
登
別
市
民
会
館
に
お
い
て
福
祉
活
動

の
パ
ネ
ル
展
も
あ
わ
せ
て
行
う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
規
模
を

縮
小
し
、表
彰
式
典
の
み
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆ 

登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
】

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
功
労
が
あ
っ
た
方

南
　
行
雄
、辻
　
勲
、山
崎
敏
男
、池
田
加
穂
留
、宮
地
眞
治
、

真
野
道
夫
、松
原
憲
康
、柏
木
修
吉
、星
　
正
昭
、村
田
福
子
、

渡
辺
み
ず
き
、越
谷
儀
光
、河
上
邦
子
、丹
治
章
子
、村
上
　
誠
、

小
林
靖
親
、
三
坂
春
良
、
片
山
ト
キ
エ
、
石
井
郁
子
、
中
原

和
恵

【
社
会
福
祉
援
助
功
労
者
・
団
体
】

　
社
会
福
祉
へ
の
援
助
に
対
し
特
に
功
労
の
あ
っ
た
方
・
団
体

遠
藤
秀
雄
、
小
林
興
業
株
式
会
社
、
法
栄
寺
、
T
E
A
M 

w
e
l.
s  

N
O
B
O
R
I
B
E
T
S
U 

◆ 

登
別
市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
表
彰

【
永
年
奉
仕
者
】

　
多
年
に
わ
た
り
共
同
募
金
活
動
に
奉
仕
し
た
方

竹
内
芳
郎
、
竹
中
洋
子

【
永
年
寄
付
者
】

　
多
年
に
わ
た
り
共
同
募
金
に
寄
付
し
た
方

司
法
書
士
伊
奈
綾
事
務
所
、
法
栄
寺

【
優
良
団
体
】

　
多
年
に
わ
た
り
共
同
募
金
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
団
体

１.
戸
別
募
金（
封
筒
募
金
）

　
　
登
別
温
泉
青
山
町
内
会
、
柏
木
町
内
会
、
は
ま
な
す
町

　
　
内
会

２.
そ
の
他
募
金（
赤
い
羽
根
協
力
店
）

登
別
中
央
飲
食
店
組
合
、
登
別
市
母
子
寡
婦
の
会
市
役

所
売
店
、
就
労
継
続
支
援
施
設
月
と
ら
い
お
ん
、

N
P
O
法
人
ゆ
め
み
〜
る
、
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
登
別
中

央
店
、
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
登
別
若
草
店
、
ツ
ル
ハ
ド

ラ
ッ
グ
登
別
富
岸
店

　
　
　
※
氏
名
は
順
不
同
、敬
称
略
に
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
充
実
や
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
活
動

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
贈
ら
れ
る
道
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
奨
励
賞
（
一
般
奨
励
賞
）
を
、
市
内
外
の
福
祉
施
設
へ
の

訪
問
演
奏
を
中
心
に
活
動
す
る
「
コ
ン
パ
ニ
ア
・
デ
・
マ
ン

ド
リ
ー
ナ
（
代
表
　
蛭
田
進
一
さ
ん
）」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
な
が

ら
も
、「
施
設
で
暮

ら
す
方
へ
楽
し
い

時
間
を
届
け
た
い
」

と
実
施
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
演

奏
会
等
、
先
駆
的

な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

コ
ン
パ
ニ
ア
・
デ
・
マ
ン
ド
リ
ー
ナ

　

  

道
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奨
励
賞
受
賞

　
　
17
年
間
の
活
動
で
得
た
連
携
プ
レ
ー
で
自
主
練
習

　
用
の
楽
譜
や
C
D
の
作
成
、
ミ
ニ
新
聞
を
発
行
し
て

　
全
員
の
近
況
を
確
認
し
合
う
等
、
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う

　
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い
中
で
も
き
ず
な
を
繋
い
で

　
い
ま
す
。

　
　
こ
の
度
、
多
数
の
団
体
の
中
か
ら
栄
誉
あ
る
賞
に

　
選
ば
れ
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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